
平成２４年８月１８日

中井遺跡（なかいいせき）は、今から４５００年くらいまえの縄文時代

（じょうもんじだい）のムラのあとです。このころの家は、地面を掘り

さげて作っていました。家のあとには、縄文人が使った土器（どき）や

石器（せっき）などが埋まっています。 

今日は、家のあとを掘って縄文時代の道具を見つけてみましょう☆ 

炉（ろ）には土器が埋まっていました 

二つの家のあとが重なって発見されました 

  縄文時代の家の中のようす（想像図） 

家のあとを掘ると、たくさんの土器や石器のかけらが

出てきます 
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 形のわかる土器が出るかも ☆ 




